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部署 担当 関連項目 目標達成のための重点事業（昨年度のものです） 評価 改善点・提言 成果と反省（来年度に向けて）

10,11 保護者・地域への的確な情報発信 B

1,2 組織として円滑な学校運営 A

1,10 職員間での適切な情報の共有の推進 A

2,9 防災訓練の実施と工夫 A

1,2,4 校務用情報機器の整備・保守・更新対応 A

1,2,4 校務用アカウント・ソフトウェアの管理 A

1,2,4 校内ネットワークの管理、情報セキュリティの啓発・強化 B

1,6
学習用ICT機器、1人1台タブレット端末、教育用諸ツールの

導入・活用
A

5,6 学習効果を高める時間割編成の研究 B

5,6 考査・特編の計画・実施 B

5,6,7 科目選択及び講座編成の工夫 B

1,5,6,7 進路・模試・学習状況の分析と共有、進路通信等の発行 A

5,6,8 進路行事の実施、進路情報の提供 A

5,8 進路に関する検討会・研修会の実施 B

1,10 各懇談会への資料提供 A

7,8 医療職体験等キャリア教育全般 B

5,6 学習指導計画の立案と実施　シラバスの作成 A

5,6 小論文指導計画・実施 A

5,6,7 特編授業・補習計画 B

5,6 総合的な探究の時間の計画・実施 B

2,3 人権平和学習(10月)計画・実施 A

6,7 学習室・自習室の環境整備 B

6,7 生徒による授業評価の実施 A

4,9 日常および学校行事での放送協力 A

7,9 図書通信の発行 A

5,9 各学年・係・探究活動と連携した資料提供 B

6,8 小論文・面接などの資料提供 A

2,4 安心・安全な学校づくり A

2,4 基本的な生活習慣の確立 A

1,2,9 情報の共有と指導体制の確立 A

1,4 高松92宣言の遵守 A

2,9 高松祭などの行事の運営 A

2,9 執行・各委員会活動の適正化 B

7,9 班活動の支援 B

1,4,7 アンケートによるニーズの把握と問題の発見及び予防 A

1,4,7 生徒・保護者の支援及び環境整備 A

1,4 生徒･職員の健康管理 B

2,4 学校安全の徹底 B

美化 下平 2,4,9 全校生徒の美化・環境意識の向上 B

・個人のごみの持ち帰りを継続しているが，ごみの量の削減により，結果として清潔な学習環境

にも繋がっている。引き続き継続し，環境維持に努めていきたい。

・ゴミ集積所の当番活動や教室と廊下のワックスがけを美化委員会で行っている。今後も生徒と

ともに快適な学習環境づくりを行っていきたい。

・当番活動により,生徒もゴミの分別を以前より理解して積極的に活動を行ってくれていた。

・個人ゴミは持ち帰りを継続していく中で、班室等で出るゴミが多くみられるため、改善策を考

えていきたい。

ＰＴＡ 熊谷均 10 学校と保護者の連携 B ・飯田高校サポーターズクラブは実質的に活動がなく、廃止することになった。
・PTA行事は例年通り，対面で実施することができるようになり，一定の成果を得ることができ

た。

4 校舎内外の環境整備の推進 A

4 エコマネジメント長野への取組推進 B

10 来校者等への親切･丁寧な対応 A

5,6,7 iPadの効果的な活用と家庭学習習慣の確立 B

7,8,9 挨拶・清掃など基本的生活習慣の確立 B

3,8 いじめ・暴力などに対する人権感覚の育成 A

4,5,6 家庭学習習慣の確立 B

6,7,8 挨拶・清掃など基本的生活習慣の確立 A

1,8 いじめ・暴力などに対する人権感覚の育成 A

9,10 保護者との信頼関係の確立 A

5,8 目標目的を重視した志望の進路実現 B

9 社会性・協働性の育成 A

11 生徒保護者と学校の連携 A

2学年 木下俊

テストごとに計画表を作成し計画的にテスト勉強ができるように働きかけた。

学年集会などで、公共心を養う意味で清掃の大切さを伝えた

学年集会等で人権感覚の育成について、その都度話をした。

本人、保護者との懇談、面談を相談を密に行うように心がけた。

・家庭学習を妨げる要因としてスマートフォンの利用状況があげられる。スマホの時間をいかに

コントロールできるかがカギとなっている。「生徒に考えさせる」だけでは十分な成果とならな

い状況になっていると考えられる。学校、保護者が連携して対応していかなければならないと考

える。

3学年 湯澤

・本人，保護者と懇談を丁寧に行い共通認識の下で進路選択をできるよう心掛けた。

・１，２年次に授業を大切にする指導を徹底した。

・担任とクラス生徒の人間関係が崩れないように、学年全体で役割を工夫した。

生徒に恵まれたことが大きいが、１，２年次の指導、生徒と担任の信頼関係構築が功を奏し、1/2

やリモートを使うこともなく、最後まで落ち着いて学校生活に取り組めた。共テ等でも成果は見

られたと思う。

行政 伊藤事務長

・腐朽老木の伐採や竹林整備を実施。伐採や片付け等を職員が行う等予算面でも工夫して取り組

んだ。また、生徒用下駄箱や2年生の机を更新、校舎内の家具の耐震補強にも取り組んだ。

・コピー用紙等の削減を呼びかけたほか、こまめな冷暖房機器の入切に努めた。

・窓口・電話対応等は親切・丁寧に行った。

・引き続き限られた予算の中で工夫しながら環境整備等に取り組む。

・コピー用紙の削減や節電については教職員の一層の理解が必要。

・丁寧、親切な窓口・電話対応は継続していく。

1学年 桐生正

・各教科でiPadの効果的な活用を模索している。授業でのスマートホン使用については課題が残

る。

・挨拶は大方の生徒がごく自然にできている。清掃は分担区に対して生徒が多く、余った生徒た

ちのスマホ時間になりがちである。一部、欠席の多い生徒も散見するが、大方の生徒は遅刻・早

退等も少なく学校生活を送っている。

・問題行動は少なく，全般的に落ち着いている。「いじめ・暴力」については，機会があるごと

に指導したい。

・ｉPadの活用については定着してきているが、スマートホンとタブレットの使い分けに課題があ

る。

・クラスマッチや英単語テストでは、クラスの対抗意識を良い方向で発揮して成果を挙げること

が出来た。清掃活動では、真面目に取り組み清潔な学習環境維持することができたが、一部余剰

人員の多さが課題に残る。

・飯田高校はどのような学校なのか、「提言」や「高松９２宣言」を基に機会があるごとに指導

ていきたい。

教育相談 熊谷匡

・悩みアンケートおよび学校環境適応感尺度「アセス」により，悩みを抱える生徒の面談や相談

に活用し，予防に活かすことができた。係会や教科担当者会等を通じて，生徒の情報共有や合理

的配慮についての理解を深め，SC・SSWと連携しつつ遺漏のない支援及び環境整備を図ってい

きたい。

・係会や学年会を通じて、生徒情報、配慮事項、支援方法について共有を行い、個別的な支援を

実施した。また、SC、SSWとの連携も行い、生徒・保護者が抱えている悩みに対して、円滑に対

応できた。来年度も継続して、生徒・保護者への丁寧な関わり、柔軟な支援・環境整備を図って

いきたい。

・悩みアンケートに関しては、昨年度に引き続き、回答率が100％近くになった。実施時期を見極

めていきながら、今後も高い回答率となるよう、努めていきたい。

・三者面談前に研修時期を設定し、支援の視点を増やし面談を行うことができたのでなはいか。

「聴く力」の難しさと大切さを痛感するとともに、「絵描きしりとり」は他者理解、自分のバイ

アスを実感し、とても良い機会となった。

保健衛生 熊谷均
・救命講習は，ラーニングを取り入れたことにより、講習時間を短縮することができた。

・４月当初の生徒の健康診断を一斉検診に変更し、授業時間の検診を減らすことができた。

・救命講習は，職員13名，生徒30名が受講することができてよかった。

・今年度後期に入ってインフルエンザの流行により学年閉鎖があった。安全面に配慮しながら，

生徒，職員の健康状態を見守っていきたい。

生活指導 高山

情報機器の使い方についての指導を進めていきたい。

学校全体で意識して取り組めることをさらに進めていきたい。

多種多様な状況を想定して、情報共有の重要性を再確認したい。

落ち着いた学校生活の確立をさらに油断なく進めていきたい。

無断欠課など概ね問題なく次年度へつながればと考える。

係会・学年会など全体での情報共有は円滑にできたように思う・

生徒会指導 小林洋

生徒大会で高松宣言を再確認しつつ、慰霊式への参列や暴力のない学校作りを目指した。

高松祭の時間管理改善、クラスマッチや強歩大会のより円滑な運営。

第３回生徒大会と立合演説の一体化。

毎週金曜昼の執行ミーティングの定例化。

代議員会、委員長会、班長会の適切な開催。班員名簿の再構築。兼班に関する意識調査。班室清

掃の運営。

例年と同水準にはできたが、今後も事件を風化させない新たな取組みにつなげたい。安全に配慮

したクラスマッチの種目変更、強歩大会のコース変更とそれに伴う安全管理の再構築が課題。壮

行会や高松祭反省のため７月に生徒大会を設定したい。執行はランチミーティングの形式を取っ

た。定例化は実現したが、常に時間不足に悩まされた。効率の良い進行や提案を工夫したい。入

班届の書式を改善して、兼班について顧問が確認できるシステムの構築を目指したい。

学習指導 中島

・家庭学習重点週間では、１・２学年において、「学習計画 ＋ 記録用紙」を担任に提出し、学

習習慣の確立と学習状況の振り返りを促すことができた。３学年では文化祭明けに「切り替え週

間」を設定した。

・スタサポの結果を受けて、１学年の「学習実態調査（10/16(木)～22(水)）を新たに実施し

た。

・小論文指導の講演会は松本大学予備校に依頼し、添削指導は職員で分担して実施した。

・補習については係として各学年の計画を集約した上で提案し、実施することができた。

・総探については、外部コーディネーターとして関口氏には主に１学年の年間計画や外部との連

携を、新井氏には２年の地域探究ゼミを担当していただいた。

・昨年度の反省を生かし、１年の早い段階から個別の探究活動に取り組めるよう計画したり、２

年ではゼミ形式と自由テーマを共存させる形で実施。各種発表会やコンテストへの参加を呼びか

け、貴重な経験を積むことができた。

・今年度の人権平和学習は映像学習の年で、ドキュメンタリー映画「ムヒカ　世界でいちばん貧

しい大統領から日本人へ」 を鑑賞した。

・「学習室便り」を発行し、学習室・自習室の利用や学習指導室（赤本・青本）の利用を呼びか

けた。

・匿名性を担保した授業評価の調査では，GoogleFormを用いて，効率的に行われ，授業改善に

つなげた。

・家庭学習重点週間では紙ベースの記録が定着してきたので、継続してほしい。

・３学年の「切り替え週間」は、１週間の学習計画を立てることで時間の使い方を実感させ、受

験勉強への足がかりを作る上で有効であった。

・学習実態調査では、スマホの利用時間を「可視化」することで日頃の学習習慣を振り返るきっ

かけになった。来年度は生活指導係と協力してスマホの利用に関して注意喚起を行い、学校全体

で学習環境を整備していきたい。

・１・２学年の補習については懇談会中の午後および夏季休業中の実施が定着してきており、係

で計画を一元管理する体制を維持したい。

・７月の特編授業については、教科バランスを考慮して編成する必要性がある。

・総探に関しては、関口氏と新井氏には教員にはない視点からアドバイスや生徒への指導をして

いただき、大変ありがたかった。来年度はさらに外部との連携を増やせるよう、協力を仰ぎた

い。

・マイプロジェクトアワー4チーム参加（2チーム最終選考まで）、全国高校生フォーラム

（WWL）1名参加、12月中旬の探Qフェスティバル（松本市）、1月下旬の学輪飯田全体会（飯田

市）等のポスターセッションなどに意欲的に参加し、他校の生徒から刺激を受ける貴重な経験と

なった。来年度も参加を幅広く声掛けしてもよいのではと感じた。

・来年度は木曜日6限LHR、7限総探に変更。運用については、職員申し合わせ事項として教員間

で徹底することが必要である。

・人権平和学習では、大統領のメッセージが生徒の心に強く響いた様子で、豊かさや幸せとは何

かなど、人権平和福祉について広く深く考えるきっかけとなった。

・「学習室便り」の発行回数が減ってしまったので、タイミングを逃さずに発行したい。

図書視聴覚 古谷

・各分担ごとに着実に進んでいる。探究学習や進路に関する情報など必要な時に適切な資料を提

供できるよう心掛けている。

・図書館の機関紙をGoogle Classroomでも閲覧できるようにした。また図書の更新作業をすすめ

ている。

・放送委員と協力して放送の準備運営を行うことができた。

・図書委員会では、生徒が主体となって高松祭の図書企画や読書週間企画、百人一首大会も実施

できた。

・図書館では例年通り、小論文・面接に必要な資料を随時更新・提供し、受験のニーズに対応で

きるよう努めている。

・探究学習で図書館を活用する生徒が増加した。同窓会の協力で検索用PCの更新ができた。

授業計画 松澤

・バランスの取れた時間割編成ができるよう研究し取り組みたい。

・定期考査については，着実に計画，実行している。特編授業，テスト返却もバランスを考えて

計画したい。

・科目選択/講座編成については，早い時期から取り組むことができている。生徒の進路実現に

向けて引き続き研究していきたい。

・定期考査については滞りなく時間割作成を行えた。１２月の3年生,３月の１・２年生の答案返却

も予定通り計画を立てた。余裕のある試験監督者の確保について工夫をしていく必要がある。

・科目選択/講座編成については、生徒にとっても職員にとってもバランスよい時間割となるよう

引き続き努力したい。

進路指導 関川

・各学年の節目に生徒向け資料を作成・提供した。LHRや面談における基本レジュメとして活用

し、科目選択や受験の流れ、時期ごとの留意点を明確に伝えた。あわせて進路通信も発行した。

・節目の学年集会において模試分析や学習対策を示し、情報提供の充実と進路意識の醸成に努め

た。

・模試、信州大学説明会、社会人講話、大学模擬講義、医科セミナー、入試研究会等を、年間計

画に基づいて実施した。

・年内入試および一般選抜に向けて、適時情報を共有しながら、出願指導および出願検討会を実

施した。

・紙媒体の廃止と電子化が一層進み、模試・受験に係る手続や情報提供のあり方が大きく変化し

た。円滑な運用を図るとともに、職員・生徒が各種ツールの活用やデータ取得に習熟できるよ

う、研修や一斉指導等を通して継続的に支援していく。

・新課程への移行に伴い、模試の実施日が増加した。生徒および職員の負担軽減につながる日程

編成および実施方法について、引き続き検討を進める。

・進路写真については、電子出願に対応可能な形態を検討していく。

・円滑な校務運営、情報共有が進められるようにさらに取り組んでいきたい。

・会議時間の短縮に向けて工夫をしていきたい。

・オンライン授業を実施する際、マニュアルなどの整備を行っていきたい。

・従来の防災訓練の内容を見直し、新たに情報伝達訓練を行った。

・生徒・保護者への緊急時の連絡が徹底できるより良い方法を検討していきたい。

・全職員が情報共有できるよう、それぞれの場面に応じた情報手段を的確に使っていきたい。

・校務運営をスムーズに進め、職員が生徒とかかわる時間を増やしていけるようにしていきた

い。

・現在のホームページをリニューアルし、より詳しく見やすいものを作り情報発信をしていく。

・新たな防災訓練を実施したが、従来の方法もやっていくことを検討していく。

情報ネットワーク 荻原

・端末の移動や故障対応がめまぐるしいため、台帳は常に最新に整えるのが望ましい。

・DXハイスクール関係や生徒会関係など、これまでになかったカテゴリのPCが増えているた

め、管理の意識を持つ必要。

・DXハイスクール関係を含め周辺機器が増えているため、事務室とも連携して把握・整理し、散

逸を防ぐ必要。

・コロナ後の過渡期が落ち着いており、「長期使用を念頭に、計画的に、傷めず丁寧に使う」意

識を持つ必要。

・複数のクラウドサービスやソフトウェアを運用している。アカウント管理や運用ルールの整理

を進め、職員が安全かつ円滑に利用できる環境を整備していく必要。

・生成AI、Canva、GoogleNotebookLM等、新たなカテゴリを扱う場面が出てきている。最新情

報を常に収集する必要。

・ネットワークインフラが老朽化している。配線および保守体制を係として理解しつつ、今後の

総更新を計画する必要。

・令和8年度、ネットワーク再構築予定。

・教員および生徒への情報セキュリティ啓発が引き続き必要。

・BYODについて、業者選定計画、発注納品段取りをいっそう仕組み化していく必要。

・高額となっており、家庭への丁寧な説明、教員への活用啓発がいっそう必要。

・辞書アプリ、ロイロノート、Canva、生成AI等、新しい風景に対応していく必要。

・校務用端末や周辺機器の整備・保守対応を行い、校務に支障が生じないようICT環境の維持に努

めた。

・Windows11アップグレードの対応をきっかけに、全機器の棚卸しをし、適材適所の振り分け直

しを行った。

・教員NW以外を含む全ての端末についての台帳を、係員3人で最新版に整えた。

・電子黒板更新、ディスプレイ配備、およびDXハイスクール等の関係で大規模に納入された機器

について、配備計画・ナンバリング・ラベリングを行った。

・職員Nアカウント、強靭性向上システム、統合型校務支援システム（C4th）、mアカウント、g

アカウント等、管理を行った。

・ロイロノート有料化初年度であった。学年と連携し、クラス生成や生徒・教員登録管理を行っ

た。

・ネットワーク障害が複数回発生した。その都度インフラ構成を調査しつつ県・業者と連携して

対応した。

・生徒に、教育用Wi-Fiの利用やファイル共有ソフト等注意喚起に関する一斉指導を行った。

・県教員情報セキュリティ研修は実施率100%。その他にも独自職員研修を行った。

・BYODについて、業者選定、発注納品段取りを学年と連携して実施。

・ロイロノート有料化初年度（上記の通り）

・Canva、生成AI、GoogleNotebookLM等、新たなツールについてアカウント管理および保護者

同意書等の整理。

令和７年度　学校評価表の目標達成のための重点事業

教務・庶務・防災 柳


